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お
な
る
主
権
授
受
の
式
を
怒
げ
，
て
、
米
布
合
併
の
事
始
め
て
‘
成
る
。

，
合
併
の
勝
仁

ι

成
ら
ん
と
す
る
仁
先
ち
、
日
本
よ

b
抗
議
を
提
出
し
大
る
事
ぁ

6
1

併
成
立
し
大
る
後
、
戒
は
伯
林
駐
在
の
布
陸
一
公
伎
の
資
格
仁
就
き
、
議
は
布
畦
と
米
図
本
土
間
の

浴
一
岸
貿
易
仁
就
き
、
葉
他
種
々
の
知
広
就
て
、
興
味
ゐ
る
外
交
問
題
を
生

b
大
れ
ど
号
、
本
記
事
の

呂
的
は
単

k
米
布
合
併
の
成
行
事
資
の
大
髄
を
記
述
す
る
に
止
ま
る
な
る
が
故
主
、
是
等
の
古
学

唯
・
だ
日
韓
・
令
設
が
、
米
布
令
併
と
重
要
な
る
諸
欧
州
仁
於
て
類
似

米
ぃ
布
合
併
の
他
州
側

. 
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叉

そ

の

合

下
以
自
ら
・
及
ん
A

4

L

E
能
川
胸
中
ro

し
、
就
中
/
日
本
が
最
初
韓
岡
の
濁
立
を
援
助
し
セ
る
事
費
は
、
米
一
鴎
が
最
初
布
陸
の
溺
立
を
承
認

し
、
且
つ
絶
ヘ
ホ
J

他
闘
の
伎
略
な
阻
止
し
大
る
事
変
と
似
文
る
上
仁
、
岡
者
と
も
に
遼
に
之
を
令

併
す
る
に
淫

b
t
る
成
行
は
、
東
西
恰
川
市
符
節
を
合
す
る
が
如
く
な
る
業
史
上
の
事
責
を
、
強
束

な
が
ら
鐙
明
す
る
乙
之
を
符
ば
足
れ
ら
と
す
る
の
み

u

(
完
結
)
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営

利

衝

動

論

主，

、

.国砲事，

E愉諸

島2・.._

気

質;

鎖、

重:

可
及
的
多
額
の
財
貨
を
享
得
し
苦
絞
せ
ん
之
ず
る
所
前
縫
い
利
街
動
は
人
類
天
衰
の
凶
有
性

仁
し
て
.
原
始
時
代
以
来
常
仁
・
一
初
の
人
類
仁
附
随
せ
る
沙
も
の
な
ら
や
否
や

Q

郷
土
叉
此
積
の

街
効
は
総
務
一
的
内
欲
盟
締
足
の
目
的
よ
J

り
し
て
外
界
の
物
質
問
作
を
制
駅
せ
ん
E
C
ず

る

所

南

綬

泌

的
行
匁
一
明
の
根
本
的
原
始
的
基
国
と
一
右
倣
し
得
べ
き
や
否
や
。

得
可
を
が
如
〈
、
奮
恢
皐
読
の
如
き
は
印
ち
之
を
肯
定
せ
る
唱
の
な
J

り
と
騰
は
、
少
し
く
歴
史
的

此
雨
問
題
は

見
肯
定
し

務
山
間
ほ
の
跡
を
等
ぬ
る
に
於
て
は
五
口
人
は
之
を
否
定
せ
如
、
口
る
を
得
才
る
な
F

り。

査
し
、
根
本
的
肉

般
的
の
戚
慌
に
基
凶
ず
る
食
欲
、
壮
欲
其
他
の
原
始
的
衝
動
と
粧
飾
品
、
武
器
、
器
具

λ

成

功

等

を

治

虫
ず
る
幼
稚
な
る
活
動
街
勤
及
び
認
承
街
勤
の
夙
仁
木
古
人
類
の
必
却
に
議
勤
し
て
、
経
済
的

行
匁
の
最
初
の
原
凶
と
銭
f

り
勝
北
最
苦
永
・
綴
的
の
原
因
と
焦
れ
る
以
後
文
疑
、
ふ
を
要
せ
な
る

li3 

の
事
雪
之
・
一
五
ふ
可
〈
、
叉
此
種
衝
動
の
行
錯
仁
親
以
!
る

h

仁
際
じ
て
戒
懸
の
物
品
を
特
仁
志
向
同
家

勝

利

街

.動

論

四一山日
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百基

ハ
航
可
一
利
一
'
筋
動
的
削

占
有
の
下
に
保
留
せ
F

ん
と
す
る
性
併
の
混
入
作
用
す
る
事
費
・
電
幼
稚
未
開
の
人
類
問
に
屡
々

之
を
ぽ
撃
す
る

4

所
な
よ
リ
と
雌
-
号
、
併
し
、
本
来
の
所
調
路
口
利
街
勤
な
る

aυ
の
、
に
歪
2
9
て
は
思
想
幼

維

な

る

小

児

及

び

少

年

間

仁

電

綿

花

叉

財

産

所

有

の

制

度

及

び

商

業

の

全

然

閥

如

せ

る

草

昧
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米
関
の
民
続
問
に
も
全
く
之
を
認
む
る
を
得
ホ
ノ
。

業
務
動
は
智
識
及
び
戚
一
情
の
相
蛍
に
護
法

せ
る
人
士
弁
に
女
切
の
進
歩
一
定
の
程
度
以
上
仁
遼
せ
る
民
族
を
待
も
て

J

初
め
て
之
を
見
る

可
を
な
ん
ノ
。

教
授
J
V

ユ
モ
テ

I
民
営
日
で
港
一
般
の
消
息
を
序
し
て
臼
く
、

経

際

的

議

カ

は

本

来

主

と

し

て

飢

餓

に

依
t

り
て
喚
起

3
る
、
》
惑
の
な
ら
。

て
は
飽
食
暖
衣
に
次
で
慨
惰
安
逸
を
食

δ
、
飢
餓
に
促
崎
、
。
れ
い

3
る
以
上
、
復
大
貨
財
牧
得
に
努
り

る

E
な
し
。
尚
一
…
紛
の
器
具
及
ぴ
武
器
を
所
有
す
る
と
と
あ
る
号
、
之
を
零
宣
す
る
は
自
衛
自
存

の
手
段
と
し
て
之
を
孝
重
ず
る
仁
外
な
ら
み
ず

J
O

貯
蓄
禁
物
、
所
有
機
葉
物
に
歪
1

り
て
は
夏
仁
之

を
喜
お
か
の
備
な
し
。
殊
仁
多
額
の
貯
菩
じ
至
2
9
て
は
之
を
有
す
る
唱
殆
ど
利
用
の
途
な
を
が

故
仁
更
に
之
を
望
ひ
乙
と
な
し
。
粧
飾
的
裁
器
反
戊
器
具
の
類
は
之
を
有
ず
少
を
喜
ぷ
昔
、
之

を
喜
ぷ
は
依
て
以
て
同
撃
の
零
敬
を
博
し
得
可
く
、
狩
強
兵
他
の
活
動
仁
成
功
を
崎
町
し
得
可
き

希
望
あ
る
が
故
の
&
、
激
一
て
他
の
動
機
あ
る
じ
非
如
、
C

る
…
な

60
然
る
に
…
欲
望
及
ぴ
所
有
物
蹴
〈

原
始
鮭
舎
に
於

‘ 

増
加
し
、
活
動
的
衝
動
漸
く
設
建
し
、
技
巧
熟
練
亦
漸
く
加
は
‘
る
と
共
、
に
、
苦
必
、
労
力
の
慣
習
此
に

其
端
を
容
を
、
認
承
及
び
競
争
の
衝
動
亦
異
聞
に
浪
人
し
来
よ
ツ
て
、
各
人
は
戦
闘
及
び
狩
礁
の
行

焦
土
他
の
経
侮
ず
る
所
と
鴬
ら
も
d

ら
ん
と
努
ひ
る
に
至
る
。

此
時
代
に
於
て
椅
入
、
老
人
及
び

奴
隷
の
徒
の
他
人
の
績
に
総
務
的
行
匁
を
取
る
あ
る
省
、
そ
は
家
放
に
封
ず
る
同
情
必
叉
は
虐

55 

待
に
野
ず
る
恐
怖
必
に
出
づ
る
が
も
の
に
し
て
、
替
利
衝
動
に
出
で
セ
る
に
非
歩
。

よ
ー
り
も
自
家
の
利
盆
を
謀
ち
ん
と
す
る
未
開
人
の
白
然
的
衝
動
は
一
枇
舎
的
制
度
の
之
を
抑
岡
崎

ず
る
る
の
な
き
恨
よ
リ
、
斯
る
未
開
時
代
に
蹴
に
安
現
ず
る
宅
、
共
安
現
ず
る
や
貨
財
菩
桜
を
目
的

と
す
る
議
カ
と
し
て
現
れ
歩
し
て
寧
ろ
良
好
な
る
飲
食
物
、
美
な
る
粧
飾
物
、
叉
は
築
春
の
地
位

を
得
ん
と
す
る
議
カ
と
し
て
現
は
る
t
B

の
常
な
1
9
0

然
れ

-T
家
畜
、
妻
妾
及
び
奴
隷
に
封
ず
る

所
有
機
後
生
ず
る
と
共
に
、
品
川
有
物
菩
積
を
目
的
と
す
る
人
類
利
己
必
の
夜
勤
此
に
初
て
譲
生

し
、
爾
来
商
業
及
び
金
銭
財
¥
資
の
増
加
に
伴
ぴ
綿
花
貸
借
取
引
の
護
法
に
件
ふ
て
其
衝
動
は
ム
並

々
激
烈
を
加
ふ
る
，
に
至
る
。
見
疋
に
於
て
が
係
者
は
葉
所
有
家
畜
及
ぴ
財
・
貨
の
多
を
を
競
ぴ
、
金

銀
財
資
を
収
得
せ
ん
と
す
る
幾
多
の
競
争
的
争
闘
を
生

b
、
財
資
を
得
る
以
上
は
之
が
手
段
、
北

る
殺
人
強
暴
力
苦
俗
計
、
屯
勝
投
叉
流
血
宅
等
し
く
一
般
の
捻
稽
讃
美
ず
る
所
と
粗
利
る
な

61
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鯵

利

・

続

動

給

関

ニ

問

m
p

斯
く
て
所
有
財
資
の
増
加
よ
ょ
ッ
生
件
」
る
暴
力
的
争
闘
は
爾
来
幾
多
の
星
霜
を
経
過
し
、
幾
多
の

幾
避
を
綬
て
終
仁
一
定
の
殿
柊
な
る
法
律
制
度
、
宗
教
的
法
則
一
件
一
仁
倫
理
的
法
則
の
律
す
る
所

E
F
九
匁
t

久

此

路

則

の

認

ひ

る

鈍

図

内

に

於

け

る

貨

財

獲

得

の

議

カ

を

認

容

す

る

平

和

的

競

争

の

.〆F 

S 

時
代
仁
達
す
る
に
至
る
。

克

明

園

長

問

に

於

け

る

瞥

利

街

動

は

正

仁

斯

の

如

く

し

て

此

仁

初

て
後
ル
比
す
る
.
な
!
り
。
邸
も
此
街
動
の
殺
生
及
び
義
建
は
白
我
戚
縮
、
自
我
意
識
の
議
生
友
び
護

法
と
相
卒
行
し
、
近
世
的
個
人
性
の
褒
民
と
相
弁
ん
で
費
税
、
下
る
悲
の
な

b
。

而

し

〈

此

変

説

t
共
に
従
来
他
の
目
的
、
他
の
方
面
仁
向
て
禁
動
せ
る
自
雑
自
存
の
議
カ
は
多
数
の
人
士
仁
在

h
て
は
轡
利
、
利
向
、
資
産
、
獲
得
の
上
仁
集
中
す
る
に
至

b
、
他
仁
卓
出
せ
ん
と
す
る
の
戚
崎
、
家
放

及
ぴ
砂
町
家
の
匁
仁
桁
動
せ
ん
と
す
る
い
の
情
、
名
春
、
格
力
、
享
築
を
得
ん
と
す
る
の
情
、
等
各
種
の
戚

情
拡
何
れ
が
℃
資
産
疏
得
の
慾
を
進
む
る
の
安
を
生
、
歩
る
な
t
り
一
五
々

Z
。

然
よ
り
而
し
て
、
斯
く
て
義
生
せ
る
縫
利
街
勤
の
夜
建
は
叉
未
開
蒙
昧
の
人
類
を
駆
J

り
、
伽
川
崎
放

縦
な
る
業
日
世
帯
し
の
轡
績
を
腕
し
て
規
律
み
る
克
明
的
経
鱗
生
活
仁
入
ら
し
む
る
重
要
が
り
一

手
段
柁
る
の
安
あ
ん
ノ
。
議
し
眼
前
の
享
梁
と
安
逸
1
ζ

を
拾
て

h

経
線
開
的
資
料
を
蒐
集
せ
ん
と

す

る

の

議

カ

ほ

無

規

枠

無

秩

序

な

る

総

務

生

活

を

雨

分

し

て

傍

働

之

享

換

と

の

ニ

方

面

を

区

一ー一品‘Ìl~

別
し
、
労
働
勤
勉
の
美
印
刷
を
生
性
し
ひ
る
宅
の
な
れ
ば
な

h
。

を
養
成
す
る
の
手
段
は
純
稔
訓
械
の
方
裕
一
仁
之
を
求
め
得
可
し
と
雌
-
号
、
掛
る
手
段
の
効
果
は

人
綴
を
教
育
し
て
献
労
働
の
慣
習

到
底
一
時
的
な
る
を
免
れ
歩
。

人

を

し

て

内

必

之

を

服

野

せ

し

む

る

の

永

続

的

効

果

を

有

ず

る

手

段

拡

利

誌

を

得

せ

し

ひ

る

E
の

外

あ

る

可

ら

歩

。

話

律

及

び

慣

習

の

認

容

せ

る

方

洛

に

訟
が

b
て
利
袋
を
得
ん
止
す
る
の
精
紳
一
-
皮
人
必
を
支
配
す
る
に
歪
ら
ん
か
、
此
仁
初
て
眼
前
の

快
楽
そ
拾
て

h

将
来
の
・
一
本
一
加
を
謀
t

り
、
労
働
の
不
除
快
を
芯
ん
で
之
仁
従
事
す
る
の
風
は
護
建

ず

る

な

b
。

而
し
て
将
来
の
利
湖
、
将
一
来
の
快
幾
の
殺
め
仁
現
在
の
快
楽
を
犠
牲
に
せ
ん
と
す

る
此
戚
情
‘
此
街
動
以
叉
貴
仁
人
穎
の
倫
理
的
生
活
の
努
端
、
花
る
な
F

り
。
依
是
槻
之
、
皆
利
街
勤

は
安
に
紙
切
働
及
び
勤
勉
の
訓
有
者
、
北
y

り
、
人
類
の
生
活
、
思
想
弁
に
自
制
必
を
向
上
せ
し
む
る
の

57 

原
図
北
ん
、
持
、
文
個
人
を
し
て
判
例
立
、
不
粉
、
自
由
且
つ
高
備
な
る
生
活
を
潟
す
を
得
せ
し
む
る
の

基
礎
大
F

り
ょ
こ
お
ふ
可
く
、
一
而
し
て
儲
利
街
一
効
の
護
法
新
の
如
く
な
る
に
反
ん
で
、
究
明
人
の
此
衝

動
は
米
関
野
替
の
人
民
仁
会
然
倒
如
せ
る
い
穫
の
経
利
街
勤
之
翁
る
仁
至
る
。
名
胤
や
及
び
正

義
の
概
念
、
慈
悲
し
忍
…
一
一
鮮
の
戚
情
、
其
他
幾
多
の
高
官
な
る
徳
風
に
於
て
欧
洲
人
を
港
後
仁
監
著
大

ら
一
し
む
る
東
洋
一
一
部
の
民
放
が
財
貨
を
阜
親
ず
る
の
気
風
を
ふ
併
し
、
歌
洲
人
の
一
般
仁
資
産
零

後

利

街

動

輪

四
ニ
五
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袋

利

衝

動

論

争

‘

四

月

一

六

霊
の
気
風
あ
る
を
見
て
食
慾
客
僚
の
人
積
、
，
c
匁
ず
が
如
き
は
、
思
一
・
一
覧
此
議
迷
せ
る
替
利
衝
動
を

，
映
を
、
欧
洲
人
の
必
誌
を
了
解
せ
か
」
る
の
致
す
ノ
所
な
ら
ぎ
る
を
得
、
ポ
ノ
。

一
印
皮
人
が
欧
人
に
向

ぴ

人

生

郊

の

如

く

甚

だ

短

き

唱

の

な

る

r
L

卿

等

は

如

何

な

れ

ば

斯

4
豆

大

堅

固

な

る

家

屋

を

建
築
す
る
や
之
質
問
せ
ん
ノ
之
一
五
ふ
一
請
は
以
て
這
般
の
消
息
を
明
す
る
に
足
る
.
可
を
な
ん
，
。
然

'
り
と
雌
号
、
等
し
く
女
明
悶
民
の
問
に
在
。
〈
宅
総
口
利
街
勤
の
最
電
究
会
仁
義
建
せ
る
は
白
家

経
憐
漸
く
鋲
れ
て
交
易
的
経
務
充
分
仁
義
迭
し
、
枇
命
日
各
員
の
所
得
概
ね
竣
雑
な
る
交
易
的
組

織
を
綬
て
享
例
併
せ
ら
れ
強
者
相
官
者
勤
勉
家
そ
れ
J
h
¥
其

能

力

仁

熔

b
て

大

に

此

所

得

分

間

を

左
右
す
る
の
安
あ
る
時
代
ド
ト
在

ιッ。

一
度
之
に
代
以

b
、
一
地
方
的
領
域
的
綴
織
の
組
織
解
厳
し
て
旋
大
な
る
図
民
経
路
の
組
織
と
翁

to

総
務
上
仁
於
け
る
各
種
の
俸
制
限
概
ね
撤
去
せ
ら
れ
て
、
自
由
安
易
の
制
度
の
下
に
枇
労
働
者
、
企

業
家
‘
版
資
者
、
購
買
者
、
相
野
立
す
る
の
時
に
-
在
I
り
。
経
・
紘
胴
上
各
自
の
替
利
衝
動
の
外
復
、
文
相

互
の
関
係
を
制
限
す
る
沙
も
の
な
く
、
極
端
な
る
替
利
街
動
に
仲
ふ
の
弊
害
此
仁
現
は
れ
て
、
待
人

は

他

人

の

損

害

を

頗

る

t
な
く
濁

h
白

己

の

経

務

的

利

益

の

み

を

謀

る
h

と
を
得
?
と
の
倫
理

斯
る
時
代
は
通
例
諮
問
一
位
舎
の
制
度
額
癒
し
て
新
一
枇
合
制

的

原

則

を

生

b
、
法
律
亦
之
を
認
ひ
る
仁
至
る
は
圧
に
此
時
代
仁
し
て
、
経
締
湯
川
恨
の
競
挙
者
間

に

旺

盛

な

る

鶴

利

街

勤

の

溌

現

芝

生

b
、
鴬
今
大
都
合
及
ば
取
引
所
場
裡
に
於
て
商
人
、
企
業
家

及

ば

投

機

者

の

問

に

正

常

有

効

且

つ

必

要

と

認

め

ら

る

h

が

如

き

替

利

衝

動

の

禁

生

を

見

る

宅

亦

此

時

代

に

夜
1

り
。
替
利
衝
動
な
る
も
の
が
人
性
固
有
一
の
原
始
的
街
動
仁
非
ー
チ
叉
其
佐
賀

作
用
常
に
一
定
せ
る
も
の
に
非
常
ノ
し
て
、
時
代
の
進
歩
に
従
び
性
質
、
方
針
、
弁
に
強
弱
の
皮
を
幾

み
ず
J

る
が
も
の
な
る
rζ

以

て

知

る

可

き

な

ム
J

O

政
百
利
衝
動
が
斯
の
如
く
歴
史
的
護
法
の
港
則
一
仁
支
配
せ
ら
一
る
、
も
の
な
る
の
結
果
、
業
譲
、
遣

の

扶

践

は

亦

闘

に

依

ウ

将

文

地

方

仁

依
i

リ
て
相
異
な
る
の
安
ゐ

b
。

原

始

的

未

聞

闘

民

間

仁

此
一
衝
動
の
み
一
然
倒
如
せ
る
は
勿
論
、
欧
洲
女
明
図
民
間
に
於
て
弘
前
部
及
び
東
部
同
民
の
此
衝

動

は

北

西

部

図

民

よ
F

り
-
-
宅
遂
に
弱
f
¥
就
中
英
最
も
減
収
建
せ
る
は
英
閥
及
ぴ
北
部
備
闘
な
る
の

一
状
あ
ん
。
叉
濁
逸
園
内
に
在
J

り
て
は
此
街
動
は
南
部
地
方
よ

b
唱

多

く

北

部

地

方

に

護

法

し

我
日
本
に
於
て
宅
京
阪
地
方
の
人
士
は
東
北
地
方
に
比
し
て
此
街
動
仁
支
配
せ
ら
る
弘
、
乙
と

議

仁

大

な

る

の

紋

あ

6
0
其
他
.
怜
倒
架
敢
な
る
高
等
人
種
の
住
せ
る
北
米
業
他
の
猫
民
地
仁

於
て
は
此
衝
動
は
特
仁
著
し
を
援
建
を
怒
げ
〈
爾
徐
の
衝
動
・
3

を

座

す

る

仁

至

る

の

場

合

唱

な

ぬ
き
に
非
歩
。
新
大
陸
の
岡
民
が
慨
し
て
縫
利
以
外
の
真
に
一
層
高
官
.
な
る
人
生
の
目
的
に
於
て

四
ニ
七
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ω
迭
に
蛮
究
明
岡
仁
劣
る
の
欽
あ
る
は
品
柴
原
因
{
は
此
仁
存
ず
み
な
ち
。

雌
官
利
街
動
の
稜
建
は
斯
ぐ
地
方
に
依

bt相
違
せ
る
と
共
ド
ト
ー
同
一
位
合
仁
於
て
電
亦
階
級
仁

鈴

利

紛

動

論

回
一
一
八

依
I

り
職
業
仁
依
r
り
持
・
下
人
に
依
I
9
4
E
J

北
相
一
議
せ
る
匂
の
あ

b-
商
業
家
、
銀
行
業
者
、
大
企
業
家
が

思

慮

深

き

農

業

者

よ

-
b
e
一
般
に
強
大
な
る
此
街
動
を
有
し
、
官
吏
、
軍
人
、
宗
教
家
、
教
育
家
等
の

附
仁
此
街
勤
頗
る
部
弱
な
る
と
共
に
、
手
工
業
者
及
ば
小
似
艇
の
徒
輩
の
問
に
於
け
る
其
議
遠
の

亦
甚
だ
総
投
幼
維
な
る
&
菟
れ
ぎ
る
は
識
者
の
等
し
く
認
知
す
る
所
の
如
〈
、
而
し
て
夏
に
勢

働

者

異

他

の

下

級

人

民

に

在

b'
て
は
此
衝
動
殆
と
樹
如
し
、
眼
前
の
享
柴
仁
段
惑
し
て
終
来
を

忘
る
、
乙
と
恰
唱
小
向
に
等
し
き
マ
-
宅
の
あ
ん
ノ
。
所
謂
究
越
し
の
金
、
を
保
留
せ
も
d

る
其
日
暮
し
の

翁
一
貨
は
狩
仁
往
年
の
江
戸
職
人
仁
止
ま
ら
歩
、
営
今
の
農
業
界
及
び
工
業
界
の
下
級
人
民
聞
に

、

宅
薬
類
例
決
じ
て
少
な
か
ら
含
る
な
よ
ソ
。

下

級

人

民

の

斯

る

性

併

を

以

て

世

間

の

論

者

以

往

々
之
が
原
因
を
近
世
総
務
界
の
繁
激
且
つ
器
械
的
な
る
紙
切
働
仁
蹄
ず
る
者
あ
B

り
と
雄
港
、
斯
一
V
Q

• 

併
問
併
が
安
際
上
、
都
市
州
労
働
者
ょ
・
9
電
波
一
。
ろ
下
級
随
一
庶
民
間
仁
多
く
-
叉
腕
近
労
働
運
動
の
禁
法
と

共
仁
工
業
傍
働
者
間
仁
鶴
利
街
動
の
漸
く
義
語
し
来
る
み
る
を
観
れ
ば
-
下
級
人
民
の
替
利
必

川
駅
乏
の
原
尉
が
主
と
し
て
此
衝
動
の
設
建
未
熟
な
る
に
在
る
を
知
る
可
き
な

6
0

-v 

依
之
槻
之
、
持
利
街
動
、
は
其
後
遺
上
第
一
に
は
一
・
定
一
の
技
術
的
祉
合
的
保
件
に
支
配
せ
ら
れ
、

第
二
仁
は
一
定
め
倫
理
的
税
念
習
慣
及
び
法
律
に
支
配
せ
ら
れ
、
叉
第
三
仁
は
各
人
を
駆
1

り
て

多

少

の

利

己

的

戚

情

を

起

3
し

む

る

幾

多

の

原

始

的

衝

動

及

び

戚

情

に

文

配

せ

ら

る

h

な
の

然
れ
ど
'
此
原
始
的
戚
情
郎
も
享
染
、
権
力
及
び
零
散
を
望
む
の
情
は
通
例

事

な
る
を
見
る
可
し
リ

人

に

依
F

り
て
其
椋
皮
を
罪
、
に
し
、
叉
常
仁
多
少
潜
在
し
て
-
充
分
仁
表
面
に
表
は
れ
-
S
る
の
風
あ

6
・0

勿
論
享
鍬
郊
の
程
度
進
歩
し
、
者
修
及
ば
名
春
の
欲
望
褒
建
せ
る
の
時
代
及
び
場
所
、
邸
ち
例

A
V
ば
近
世
の
大
都
舎
の
如
き
仁
在
よ
リ
て
は
、
瞥
利
街
勤
も
亦
著
し
く
増
進
す
る
の
安
み
ー
っ
と
維

号
、
併
し
、
主
E

乙
し
て
轡
利
衝
動
に
文
醍
せ
ら
る
・
、
多
数
人
士
仁
在

'O
て
は
、
此
等
の
戚
情
は
共
行

動
主
要
の
動
機
、
党
る
乙
と
甚
だ
少
な
く
、
本
来
此
等
の
戚
一
情
を
溺
足
せ
し
り
る
の
手
段
北
る
仁

過
ぎ

2
tり
し
宮
英
物
が
寧
ろ
目
的
異
物
之
潟
る
の
扶
あ

b
。

此

等

の

人

士

に

取
L
ツ
て
は
主
文

、

る
目
的
は
替
業
の
好
成
績
仁
非
一
歩
、
宮
に
伴
ふ
の
権
力
叉
は
享
換
に
非
歩
し
て
、
買
に
宮
禁
物
仁

外
な
ち
念
る
仁
歪
る
な
ん

J
O

鶴

利

衝

動

の

箕

面

目

玉

ド

此

鮪

に

存

せ
1
9
0

然
る
に
、
岡
民
経
憐
の
護
法
正
に
其
頂
紡
に
達
し
、
審
議
徳
蓄
習
慣
の
無
数
の
制
限
殆
ど
悉
〈

撤

去

せ

ら

れ

〈

変

通

及

び

商

業

充

分

に

譲

達

し

経

情

的

行

動

会

く

自

由

と

匁

れ

る

E
蛍
今
の

61 
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O

如
ー
を
時
代
に
及
ん
，
で
は
、
新
の
お
〈
務
以
遠
せ
る
替
利
衝
動
は
往
々
其
正
蛍
の
範
闘
を
超
越
し
て

ー
熱
狂
的
の
鶴
利
欲
と
然
夕
、
自
家
の
勤
勢
と
謹
カ
仁
依

b-
て
利
を
得
る
に
満
足
せ
安
し
て
、
偽
計
、

廊
崎
治
、
詐
欺
、
姦
策
、
破
廉
恥
行
潟
等
所
有
・
1
0

手
段
仁
、
詠
へ
、
.
具
管
自
家
の
瞥
利
を
是
れ
計
る
の
風
を

生
ヂ
る
乙
之
な
を

K
非
み
が

'
'
4
0
4

黄
金
宮
内
能
の
思
潮
一
m

慣
を
風
燥
し
、
財
貨
牧
得
の
怨
仁
は
手
段
を

僻
官
利
衝
動
稔

、. 

営

選
ま
ポ
ノ
、
賞
者
は
食
一
慾
飽
く
な
ぎ
の
後
を
添
に
し
て
俄
然
下
府
祉
舎
仁
議
h7

が
、
過
滋
な
る
峨
労
働
者

は
之
仁
激
し
て
企
業
家
を
ば
利
潤
盗
賊
之
呼
ぷ
じ
至
る
は
安
に
斯
る
時
代
仁
在
ん
J
O
'

然
hm
弘

一
一
阪
の
物
質
主
義
論
者
は
斯
る
極
端
な
る
鶴
利
衝
動
の
作
用
仁
も
拘
ら
-
J
P
J

、
今
日
宵
ほ
所
有
る

替

利

街

動

を

目

し

て

進

歩

護

法

の

原

動

力
Eζ

然
一
し
、
只
管
禁
功
徳
を
一
地
歎
ず
る
の
扶
あ
ら
。
強

烈
・
な
る
替
利
衝
動
の
作
用
す
る
あ
る
に
非
安
ん
ば
蛍
今
の
究
明
闘
に
日
比
る
が
如
き
経
済
的
援

建
は
到
底
之
を
望

U
を
得
念
る
次
第
は
五
日
入
港
亦
安
に
之
を
認
め
も
C

る
ぞ
得
ホ
'
'
と
雄
昔
、
近
口
人

は
之
と
同
時
に
叉
他
の
一
方
に
於
て
、
此
街
勤
の
額
端
に
腕
ず
る
の
弊
世
一
"
を
が
も
之
を
認
め
カ
ぜ
る

を
得
ー
一
九
日
鶴
利
一
街
動
の
作
用
極
端
仁
駆
せ
て
冷
酷
な
る
食
欲
の
風
を
生
甘
ん
か
、
世
命
日
関
係
は

奈
乱
せ
ら
れ
、
駐
舎
の
平
和
は
撹
乱
せ
ら
れ
、
憎
悪
怨
嵯
の
謹
一
天
下
仁
織
も
て
道
徳
は
地
を
掛
け
い

才
i

み
を
待
合
」
る
可
し
。
然
れ
ば
趨
常
な
る
社
合
制
度
に
依
よ
リ
正
蛍
な
る
範
園
内
に
繕
利
衝
動

， . 

を
制
限
保
存
し
て
一
方
仁
は
某
良
効
果
を
泉
げ
し
め
、
叉
他
の
一
方
に
は
道
徳
界
倫
理
界
の
護

建
を
害
す
る
が
如
き
食
欲
と
不
正
と
を
制
肘
苅
除
す
る
の
策
を
議
性
、
d

る
可
ら
み
少
。
而
し
て

是
れ
資
に
斯
事
上
勝
、
食
費
際
上
常
今
の
重
要
問
題
化
る
な
1

り
。
世
合
主
義
者
の
如
き
は
此
貼

仁
闘
し
利
潤
枚
符
の
治
を
杜
絶
し
て
替
利
街
動
を
根
~
絡
し
、
依
て
以
て
卒
和
な
る
黄
金
時
代
を

現
出
せ
し
め
ん
と
す
る
の
風
ゐ
る
号
、
深
く
歴
史
的
根
底
を
有
し
叉
勤
勉
、
節
約
共
他
幾
多
の
経

・
線
的
徳
性
の
一
一
原
因
食
る
此
衝
動
を
根
絶
す
る
は
蓋
し
不
可
能
事
大
る
を
菟
れ
も
C

る
可
く
、
而

し
て
叉
後
迷
せ
る
常
今
の
此
街
動
の
効
果
が
往
古
の
「
ア
ゼ
ン
L

及
び
繰
烏
等
仁
於
け
る
其
効
果

よ
t
り
唱
迭
に
普
良
な
る
唱
の
あ
る
よ
F
Q
J

制
似
れ
ば
、
其
根
絡
は
必
ポ
J

し
活
必
要
事
に
非
常
ノ
、
寧
ろ
英

進
化
夜
建
を
助
成J

し
て
一
府
善
良
の
効
果
を
翠
げ
し
む
る
乙
そ
須
ら
く
取
る
可
愛
の
策
な
る

惟
ふ
仁
賂
来
に
於
パ
り
る
溌
建
の
方
針
は
実
施
誠
に
非
ホ
J

し
て
必
ホ
J

や
趨
宜
の
制
駅
仁

可
し
。

在
る
可
ぎ
な
p

り。

d3 

問

そ
は
兎
に
角
以
上
の
所
吉
仁
依
よ
り
て
之
を
観
れ
ば
替
利
街
動
は
彼
の
自
存
衝
動
の
如
ぐ
原

始
的
根
本
的
な
る
街
動
仁
非
木
/
。
爾
飴
の
根
本
的
衝
動
と
相
弁
r
凡
で
剣
然
区
別
崎
、
d

る
可
き
}

能

利

衝

動

百台I
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後

利

街

一

動

論

回

一

一

一

一

一

打
開
.
積
特
別
の
衝
動
に
非
歩
し
て
、
自
存
徳
動
、
及
び
活
動
衝
動
の
後
述
と
個
人
的
利
己
必
の
議
建
と

が
一
定
の
経
鍬
問
的
護
法
の
階
段
に
還
せ
る
一
耽
舎
に
於
て
之
を
生
悲
し
む
る
扱
生
的
の
衝
動
な

2

り
。
物
質
的
欲
担
の
進
歩
と
癖
楽
に
封
ず
る
配
慮
の
給
紳
、
自
制
必
、
勤
勉
必
等
の
護
遣
を
待
ち

て
初
〈
稜
注
す
る
の
街
動
な

6
0
期
る
議
速
な
さ
太
古
幾
千
年
間
、
経
済
的
行
潟
は
安
に
此
衝

動
な
く
し
て
然
か
活
異
質
を
存
し
大
る
な
ん
/
。
加
ふ
る
に
、
此
街
動
の
護
法
せ
る
や
凶
八
(7
の
枇
舎

に
於
て
宅
此
街
動
の
作
用
は
之
と
漣
帯
作
用
せ
る
爾
飴
の
戚
情
及
ぴ
街
動
の
異
な
る
仁
従

q

人
に
依
f

り
綿
花
階
級
に
依
J

り
て
業
特
色
を
呉
仁
ず
る
の
安
み
ら
。
郎
も
此
衝
動
は
入
仁
依
ん
，

て
は
識
は
強
・
烈
な
る
'
肉
礎
的
欲
情
仁
附
帯
し
て
作
用
し
、
或
は
家
殺
に
封
ず
る
献
身
的
愛
情
と

辿
帯
し
、
線
、
党
或
は
名
尚
武
吋
必
、
権
力
的
欲
望
等
と
相
結
ん
で
其
作
用
を
淫
ふ
す
る
を
見
る
。

故

同

の
鶴
間
利
街
勤
一
に
て
あ
ん
ノ
な
が
ら
一
方
仁
て
は
浪
費
者
の
用
を
翁
ず
ζ

と
あ
る
と
共
に
、
他

の

方
に
は
勤
勉
家
、
活
動
家
の
用
を
錯
す
乙
と
あ
L
ツ
。
莫
作
用
の
結
果
は
決
し
て
常
に

様
な

ら
会
る
な
よ
リ
。

鶴
利
衝
動
は
斯
の
如
く
原
始
的
の
街
動
仁
非
念
る
と
同
時
に
、
叉
人
類
一
般
仁
卒
等
広
之
を

有
す
る
自
然
の
原
動
力
に
，
も
非
ヂ
。

某
夜
生
及
凶
作
用
拡
道
徳
及
ぴ
習
慣
じ
依
よ
リ
持
拡
律
仁
依

自由-占

J

り
勝
、
北
駐
舎
の
制
度
仁
依
1
9
て
常
に
拘
束

3
れ
持
、
立
制
間
以

3
る
、

6
の
な
λ
ツ。

併
し
、
一
定
の

時
代
、
一
定
の
鴎
民
叉
は

一
定
の
階
級
に
就
て
之
を
翻
れ
ば
、
各
人
の
問

C
於
け
る
此
衝
動
は
大

髄
同
一

な
J

り
と
云
ふ
を
得
、
c
る
仁
非
安
。

従

て

一
定
の
市
場
、
一
定
の
取
引
に
就
て
之
を
観
れ

ば
、
共
市
場
、
共
取
引
に
関
係
せ
る
一
定
種
類
の
人
士
は
通
例
等
し
く
此
衝
動
に
文
配
せ
ら
れ
、
何

れ
は
可
反
的
最
少
の
犠
牲
に
依
1

り
て
可
及
的
多
大
の
利
盆
を
得
ん
と
議
力
ず
る
告
の
な
よ
リ
と

一
五
ふ
乞
得
可
し
。
斯
皐
上
蛍
A
P
の
究
明
図
民
聞
に
於
け
る
債
格
及
び
利
子
の
形
成
、
所
得
の
分

配
、
英
他
之
仁
鎖
ず
る
岡
兵
経
済
上
の
砿
象
を
説
明
す
る
じ
蛍
'
夕
、
共
原
因
を
一
定
の
一
般
的
鶴

利
街
一
勤
に
求
め
て
、
然
、
か
も

--X
髄
よ
嘗
を
失
せ
診
る
を
得
る
は
畢
一
話
新
る
事
責
ゐ
る
釘
放
な

bo

然
1

り
と
離
電
此
事
変
よ
よ
ツ
推
断
し
て
各
人
一
様
に
同
一
の
鶴
利
街
動
に
支
配
せ
ら
る

h

唱
の

'65 

な

-bξ
然

3
ば
大
な
る
誤
謝
惨
と
一
去
は
芯
る
可
ら
セ
ノ
。
同
一
枇
舎
に
於
て
改
υ
暴
戻
無
聡
な
る
高

利
貸
、
残
酷
な
る
家
内
工
業
仲
受
人
等
の
瞥
利
衝
動
が
良
必
ゐ

AJ
同
情
必
ゐ
る
着
安
な
る
企
業

家
の
段
目
利
衝
動
と
大
に
異
な
る
唱
の
あ
る
は
少
し
く
思
慮
あ
る
者
の
容
易
に
認
知
し
得
疋
を

所
従

bo
況
ん
や
時
代
を
異
に
し
場
所
を
異
に
せ
る
各
人
の
間
に
於
て
を
や
。

作
用
は
各
人
間
決
じ
て
a

同
一
な
ん
J

と
一
石
ふ
を
得

S
る
な

60

替
利
衝
動
の

従
て
嘗
今
交
易
、
頁
買
業
他
之
に

楼
利
・
街
勤
務

四一一一一一一
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協
同
利
衝
動
論

類
ナ
る
の
行
錯
は
主
と
し
て
替
利
衝
動
に
支
配
せ
ら
る
と
云
ふ
を
得
可
し
と
雄
一
宅
、
一
拐
の
経

務
的
行
潟
一
明
の
経
務
的
現
象
を
説
明
す
る
じ
一
仁
此
衝
動
一
の
作
用
を
以
て
せ
ん
と
す
る
は
、

一
大
謬
見
文
る
を
免
れ
歩
。
現
に
家
内
経
統
制
、
家
族
経
踏
の
現
象
は
勿
論
、
企
業
の
形
式
弁
よ
凶

家
財
政
の
如
き
宅
此
衝
動
の
み
を
以
て
し
て
は
到
底
之
を
説
明
す
る
を
得
才
る
な
よ
ツ
。

3
は
れ
、
岡
一
民
経
鱗
↑
の
震
建
上
に
於
げ
る
儲
利
衝
動
の
効
用
は
…
頗
る
偉
大
な
る

au
の
あ
1
9
0

四一一一回

理
解
力
及
び
自
制
力
の
護
法
と
相
侠
も
、
無
規
律
な
る
活
動
衝
動
を
駆

b
て
勤
勉
労
働
の
美
質

と
鋳
ら
し
む
る
唱
の
は
此
衝
動
な
L
ツQ

勝
家
仁
封
ず
る
念
慮
、
家
挨
的
愛
情
等
の
議
迭
と
棺
侠

も
て
総
務
的
思
想
の
議
達
を
促
し
、
節
約
、
貯
蓄
の
風
を
腕
決
起
す
る
屯
の
は
此
街
勤
な
・
9
0

相
官
慮

あ

b
気
力
あ
る
多
数
人
士
を
駆
よ
り
て
経
締
的
方
面
、
に
其
精
カ
を
傾
注
せ
し
め
、
企
業
的
精
紳
を

鼓
・
吹
し
て
生
産
の
設
建
を
促
進
せ
る
弘
の
は
此
街
動
な

bo
交
易
経
僚
を
し
て
蛍
今
の
如
を

接
遼
を
致

3
し
め
個
人
の
経
掛
的
活
動
力
を
刺
激
し
て
岡
氏
経
掛
今
日
の
漆
属
を
遂
げ
し
め

大
る
唱
の
が
も
亦
其
主
要
の
一
原
因
は
正
に
此
街
一
動
仁
在

b
。

縦

令

ぴ

爾

飴

幾

多

の

智

識

戚

情

及
び
街
動
と
相
結
び
北
る
の
資
ゐ
FOJ
、
叉
相
結
ム
を
必
要
と
せ
る
る
の
あ

f

り
と
は
一
五
、
兎
仁
角

近
世
仁
於
け
る
経
憐
的
後
遺
の
原
動
力
と
し
て
此
衝
動
の
効
用
は
貨
に
波
却
す
・
可
ら
も
C

る
古

の
あ

ba
此
街
勤
の
褒
建
じ
倖
ふ
て
資
産
牧
得
に
熱
中
す
る
の
人
士
盆
々
多
を
を
加
ヘ
、
気
力

旺
盛
意
忘
叢
闘
に
し
て
企
業
必
仁
宮
め
る
人
士
の
経
務
的
活
動
上
主
要
の
地
位
を
占
め
、
業
官

亦
怠
々
他
に
趨
ゆ
る
に
至
る
の
傾
向
を
生
官
る
拡
宇
ふ
可
ら
な
る
の
事
費
、
而
し
て
是
れ
正
に

近
世
経
携
の
護
法
の
一
大
原
因
食
る
な
，

b
o

喰
i

斯
く
て
官
を
致
せ
る
の
人
士
中
哉
は
虚
一
栄
必
、
或
は
動
物
的
欲
情
或
は
英
他
の
劣
情
仁
勤

3
る
h

の
外
、
岡
崎
必
忍
〈
、
高
命
な
る
人
生
の
他
の
目
的
な
く
、
濁
F

り
醤
利
一
衝
動
の
ゑ
の
支
配
す

る
所
'
と
怨
れ
る
人
士
亦
甚
だ
少
な
か
ら
歩
。
而
し
て
人
間
と
し
て
推
都
す
可
を
性
格
な
く
、
高

符
な
る
牡
賃
金
然
関
如
せ
る
人
士
の
惜
別
〈
跳
梁
せ
る
を
見
て
は
、
人
類
が
濁

b
替
利
街
.
勤
の
み

仁
支
配
せ
ら
る

h

に
歪
必
の
頗
る
望
ま
し
が
ら
も
d

る
は
復
文
論
を
待
、
花
歩
。
若
し
瞥
利
衝
動

に
し
て
常
に
斯
る
傾
向
を
の
み
'
助
長
す
る
替
の
i
L

せ
ば
、
五
口
人
は
此
街
勤
の
饗
遣
を
見
ん
よ

b

宅
寧
ろ
此
衝
動
の
薄
弱
な
る
従
て
企
業
能
力
の
劣
等
な
る
企
業
家
の
経
憐
界
を
文
混
ず
る
の

却
て
一
般
幸
一
脳
の
翁
仁
望
ま
し
き
現
象
北
る
を
戚
廿
?
?
ん
ば
非
な
る
な

bo
加
ふ
る
に
他
の

高
備
な
る
徳
牲
の
之
仁
作
ふ
な
き
赤
裸
々
の
位
百
一
利
衝
動
は
道
徳
上
持
、
な
赴
舎
上
有
害
な
る
の

み
な
ら
安
、
総
務
上
に
於
℃
宅
亦
有
害
の
結
果
な
き
を
得
、
d
b
替
の
あ

b
o

.67 
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掛
的
生
活
政
経
合
的
関
憾
の
¥
複
に
於
で
初
℃
其
貨
を
完
ふ
し
得
可
を
郊
の
な
る
に
、
然
る
に
掛

る
図
髄
的
総
合
は
同
情
的
感
情
な
〈
倫
理
的
制
皮
な
き
に
於
て
は
到
底
存
立
す
る
を
得
、
c
る

例
A

ザ
ば
家
族
経
憐
と
一
五
日
ぴ
、
企
業
と
一
五
日
、
経
緯
的
国
纏
と
一
五
ぴ
、
将
文
市
場
の

銭
円
利
一
衛
説
諭

可
け
れ
ば
な
ウ
。

交
易
取
引
と
一
五
ぴ
、
何
一
れ
る
各
人
間
仁
一
定
の
結
令
の
戚
情
な
く
相
互
の
信
用
な
き
に
於
て
は
、

到
底
其
賀
を
寒
々
る
を
得
ぎ
る
可
き
が
如
し
。

E
業
他
幾
多
の
道
徳
的
性
質
の
必
歩
譲
建
ず
る
を
必
要
と
し
、
其
議
達
な
を
仁
於
て
は
克
明
的

の
経
掛
生
活
は
到
底
不
可
能
な
る
を
菟
れ
歩
。
此
等
の
道
徳
的
性
質
郎
も
所
調
経
務
的
徳
松

な
る
唱
の
は
潜
利
衝
動
1

乙
等
し
(
進
歩
せ
る
図
民
総
務
の
接
民
の
矯
仁
必
要
不
可
侠
の
要
素

要
す
る
広
進
歩
せ
る
経
情
的
生
活
は
正
直
、
会

文
る
な
t

り。

依
是
観
之
、
鶴
間
利
衝
動
は
利
害
爾
様
の
結
果
を
生
歩
る
の
傾
ゐ

b
o
而
し
て
其
有
利
な
る
傾

向
を
助
長
し
て
有
害
な
る
傾
向
を
抑
制
す
る
は
経
済
的
進
歩
を
致

3
し
む
る
所
以
な

b
。

ィ

ユ
モ

-T
、l

L
兵
が
轡
利
衝
動
は
若
し
一
方
じ
於
て
個
人
の
銭
に
其
護
展
、
業
健
康
、
其
賞
カ
及
び
勤

務
能
力
を
増
進
せ
し
り
る
の
作
用
を
翁
す
と
共
に
、
然
か
悲
他
の
一
方
仁
於
〈
粧
曾
金
融
胆
の
幸

編
上
必
要
な
る
範
囲
以
外
に
奔
逸
す
る
乙
之
な
〈
、
人
類
の
意
志
の
一
部
分
と
し
〈
高
官
な
る

他
の
目
的
と
趨
営
に
配
合
按
排
せ
ら
る
』
に
於
て
は
、
人
類
行
鍔
の
要
素
と
し
て
正
必
闘
の
地
位

を
有
す
る
も
の
な
，
・

9ι
云
へ
る
所
以
貴
仁
此
仁
在

60
而
し
て
究
明
図
民
間
に
於
け
る
替
利

衝
動
装
遠
の
跡
を
着
れ
ば
其
綴
抗
議
の
方
針
は
大
健
上
亦
此
に
在

b
し
の
獄
あ
る
を
見
る
。
然

れ
ば
皆
今
の
経
務
的
現
象
は
決
し
て
倍
利
街
勤
の
一
一
原
因
の
み
よ

b
し
て
一
明
之
を
説
明
し

得
可
き
"
も
の
に
非
歩

G

若
し
斯
る
説
明
を
鍔
し
得
可
し
と
せ
ば
、
普
人
政
亦
此
衝
動
と
弁
ぴ
作

用
す
る
各
種
の
経
務
的
徳
性
よ
E

り
す
る
が
も
等
し
く
之
が
説
明
を
誠
む
る
を

f

得
べ
し
。
然
か
宅

業
説
明
は
何
れ
強
会
般
の
呉
浬
を
悶
明
ず
る
、
告
の
文
る
を
得
、
c
る
や
明
け
し
。
荻
授
ー
ワ
グ
ナ

I
L
氏
を
初
め
戟
廷
の
経
糠
事
者
が
概
ね
所
謂
経
統
制
人
の
行
翁
を
論
歩
る
の
主
義
を
捨
て
、
総
務

行
潟
の
要
素
と
し
て
溺
臼
憤
、
法
律
及
ぴ
道
徳
の
三
者
を
斯
率
上
の
説
明
に
加
ふ
る
仁
歪
れ
る
は

畢
一
覧
此
迎
由
ぺ
に
出
で
な
る
に
外
な
ら
合
る
な

b
。

. 

{~\9 

然
ー
よ
り
而
し
て
、
斯
く
論

b
来
れ
ば
此
衝
動
に
謝
す
る
教
育
上
綿
花
政
策
上
の
方
針
宅
亦
多
言

を
要
せ
一
一
歩
し
て
明
な
み
可
し
。
徒
に
並
行
鉾
を
昆
て
之
を
根
絶
せ
ん
と
す
る
は
所
南
角
を
矯
、
め

ん
と
し
て
牛
を
殺
す
の
し
愚
策
大
'
る
を
菟
れ
ぎ
る
の
み
な
ら
歩
、
深
て
幾
多
の
原
始
的
街
働
と
多

年
の
歴
史
的
議
達
之
に
美
枝
川
源
土
有
せ
る
此
衝
動
の
ん
根
砲
は
'
惟
ふ
に
勢
し
て
一
功
な
き
の
富
市
業

鯵

利

街

動

輪

開

口

三

宅
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然

b
と

て

業

譲

建

を

濁

zり
奨
越
く
所
に
放
侵
せ
ん
か
、
有
害
な
る
方
面
に

70 

食

ら

ぎ
J

る
を
得
・
下
'ρ

-
奔
逸
す
る
の
危
険
は
之
を
菟
れ
な
る
E

可
し
。

他

な

し

。

異

議

建

は

之

を

助

長

す

る

と

共

に

異

議

建

を

善

導

し

て

有

利

の

方

針

に

馳

せ

し

む

る
?
と
換
言
す
れ
ば
英
議
議
と
共
に
其
悪
果
を
制
限
す
可
を
爾
僚
の
高
備
な
る
美
徳
の
議
連
を

回
定
仁
於
て
か
産
す
可
を
の
、
途
は
喰
i

一
あ
る
の
み
。

宅
助
長
し
、
誠
一
々
相
待
ち
て
異

E
な
る
鰹
務
的
議
建
一
の
効
果
を
患
げ
し
む
可
さ
と
と
印
も
是
な

ιヮ
。
(
完
結
)

'11 

1
1
 

私
の
題
は
東
西
家
屋
の
構
造
の
遼
ふ
の
は
、
経
憐
状
態
、

一
位
舎
戒
態
に
ど
う
一
万
ふ
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
一
五
ふ
の
で
あ

ん
'
ま
す
が
、
実
意
見
を
私
が
此
所
に
申
上
げ
る
の
で
.
は
な

く
て
諸
君
に
緋
究
の
材
料
を
輿
へ
て
諸
君
に
傍
究
を
願
び

大
い
の
で
あ
F

り
ま
す
。

私
は
諸
君
に
御
研
究
を
願
ぴ
北
い
の
は
欧
羅
巴
各
闘
の

家
屋
の
大
き

3
と
、
そ
れ
か
ら
欧
羅
巴
各
闘
の
人
間
の
身

憾
の
大
き

3
之
、
そ
れ
か
ら
家
屋
と
の
比
例
件
、
あ

b
ま
す
、

是
が
ど
う
一
五
ふ
や
う
に
な
っ
て
居
る
が
と
云
ふ
乙
と
を
諸

君
に
御
併
究
左
願
ぴ
セ
び
1

私
は
未
だ
調
査
が
出
来
て
居

ち
な
い
、
そ
れ
か
ら
鍛
仁
欧
羅
巴
各
闘
の
家
屋
の
大
き

3

1
」
西
洋
各
国
民
の
身
髄
の
大
き

3
の
比
例
が
若
し
分
つ
な

佐
創
世

ホす

宏

な
ら
ば
、
日
本
の
今
日
の
家
屋
と
日
本
の
五
日
々
の
捜
格
之

の
大
き

3
の
比
例
が
叉
ど
ラ
な
っ
て
居
る
か
、
私
の
外
国

を
多
少
廻
つ
、
花
賞
駿
仁
依
る
と
、
欧
捺
巴
で
も
露
西
亜
の

家
屋
，
で
あ
る
と
か
、
或
は
濁
逸
の
家
屋
、
識
は
悌
蘭
西
、

英
士
口
利
、
是
等
の
土
地
に
於
て
は
家
屋
は
大
き
か
っ
t
i
L

詑
憶
す
る
、
同
時
に
和
蘭
で
あ
る
と
か
或
は
白
耳
義
の
諸

国
で
は
家
屋
が
比
較
的
小

3
か
っ
大
し
道
幅
電
狭
か
り
な

や
う
に
詑
憶
す
る
、
無
論
家
屋
と
一
五
ふ
唱
の
は
時
代
に
倖

ζ

ノ
て
鍵
還
の
あ
る
必
も
の
で
あ
F

り
、
ま
ず
か
ら
、
白
耳
義
の
が

y

で
あ
る
と
か
ア
シ
グ
エ
ル
ス
、
和
蘭
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
、
官
ヅ
タ

1
ダ
ム
E
ζ

云
ふ
や
え
ノ
な
古
い
土
地
は
、
今
日

新
に
勃
興
し
っ
、
あ
る
例
へ
ば
北
米
合
衆
閥
の
如
き
述
闘

に
比
し
て
無
論
非
常
に
小
3
い
と
一
再
ふ
乙
之
は
蛍
然
の
事

と
思
ふ
、
な
れ
ど
る
大
髄
仁
於
て
西
洋
人
の
大
を

3
と
西

洋
の
家
屋
と
一
五
ふ
も
の
と
、
日
本
人
の
大
き
コ
と
日
本
の

家
屋
と
一
五
ふ
唱
の
を
方
程
式
を
掠
え
北
な
ち
ば
ど
う
一
五
ふ

ヱ
令
に
違
っ
て
居
る
か
、
そ
れ
で
私
は
数
字
で
ど
の
位
の

歩
合
と
云
ふ
乙
と
は
申
上
げ
兼
ね
る
が
、
私
の
家
屋
の
大

き
3
と
一
五
ふ
意
味
は
主
と
し
て
間
取
の
大
を
き
と
云
ふ
た

四
三
九

言葉

5巽

家
屋
構
造
と
経
済
状
態

議


